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平成２９年８月 全国百貨店売上高概況 
平成２９年９月２１日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額        ４，１２７億円余 

２．前年同月比     ２.０％（店舗数調整後／２か月ぶりプラス） 

３．調査対象百貨店   ８０社 ２２７店 （平成２９年７月対比－２店） 

４．総店舗面積     ５,７０７,９９２㎡ （前年同月比：－４.３％） 

５．総従業員数     ７１,９８５人 （前年同月比：－４.７％） 

６．３か月移動平均値   1-3 月 －１.２％、2-4 月 －０.６％、3-5 月 －０.１％、 

（店舗数調整後）   4-6 月 ０.７％、5-7 月 －０.１％、6-8 月 ０.５％ 

 

  ［参考］平成２８年８月の売上高増減率は－６.０％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 
８月の売上高は２.０％増と２か月ぶりにプラスに転じた。 

富裕層やインバウンドの需要の強さから高額商材が引き続き活況であった他、気温低下で

晩夏・初秋物を中心に衣料品が堅調に推移し、ほぼ前年並み（０.１％減）にまで復調した。その

結果、中期トレンドを示す３か月移動平均値も０.５％増と再び上昇傾向を示している。 

顧客別では、インバウンド（シェア５.２％）が２１５億円（７０.２％増）と過去４番目の売上高を記

録すると共に、一人あたり購買単価も約２割増（６.７万円）と引き続き高伸。一方、国内市場（シ

ェア９４.８％）もほぼ前年並み（０.２％減）にまで回復している。 

地区別では、大都市（１０都市）が増勢基調を背景に７都市で前年実績を上回り、合計３.５％

増と２か月ぶりにプラス転換した。半面、地方（１０都市以外の地区／１.４％減）は前月に比べ減少幅

を２.４ポイント縮めたものの、前年には届かず４か月連続のマイナスとなった。 

商品別では、主要５品目の内、化粧品（１９.５％増）と高額商材（美術・宝飾・貴金属：９.９％増）が好

調な雑貨が、合計１１.２％増と二桁の伸びを示し９か月連続でプラス。ラグジュアリーブラ

ンドを含む身のまわり品も３.５％増と２か月ぶりにプラスとなった。復調傾向の衣料品は、

紳士服が３.４％増と１３か月ぶりのプラス、子供服も１.２％増と２か月ぶりにプラス転換

した他、婦人服もほぼ前年並み（０.３％減）となった。食料品は菓子・惣菜・その他食料品が前

年をクリアしたものの、不漁不作等の影響から生鮮食品（２.１％減）が振るわず、合計で０.２％

減と前年には僅かに届かなかった。家庭用品は９.１％減と苦戦が続いている。 

なお、夏休み期間に展開したファミリー催事等各種集客施策は入店客数の増加に繋がった。 

 

 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「８月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇西日本では晴れて気温が高い日が多かったが、北・東日本太平洋側では曇りや雨の日が多い不順な天候で日照時

間がかなり少なく、北日本太平洋側では気温の低い日が多かった。北・東・西日本では大気の状態が不安定とな

る時期があり各地で大雨となった。東日本日本海側では、台風第 5 号の影響を受け、月降水量がかなり多かった。 

(2) 営業日数増減    ３０．６日（前年同月比 ±０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃     ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１２８店舗） 

     ①増加した：５９店、②変化なし：３３店、③減少した：３６店 

  (5) ８月歳時記（夏休み、お盆）の売上（同上／有効回答数９２店舗） 

     ①増加した：２２店、②変化なし：５７店、③減少した：１３店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 412 ,766 ,765 100 .0 2 .0 (  0 .9 )

10都市 286 ,271 ,188 69 .4 3 .5 (  3 .3 )

札幌 11,854,799 2.9 8.0

仙台 5,249,204 1.3 6.7 (  -1.8)

東京 109,043,499 26.4 3.6

横浜 24,786,805 6.0 1.6

名古屋 25,334,102 6.1 -0.9

京都 17,143,110 4.2 -1.7

大阪 57,394,021 13.9 8.6

神戸 11,272,972 2.7 0.7

広島 9,183,411 2.2 -1.9

福岡 15,009,265 3.6 3.0

10都市以外の地区 126 ,495 ,577 30 .6 -1 .4 (  -4 .3 )

北海道 1,258,395 0.3 -8.7 (  -48.7)

東北 6,725,066 1.6 1.0

関東 55,593,393 13.5 2.0 (  -3.1)

中部 9,947,669 2.4 -1.5

近畿 17,389,861 4.2 -9.7

中国 9,456,212 2.3 -0.6

四国 6,284,871 1.5 -1.3

九州 19,840,110 4.8 -3.2

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 412 ,766 ,765 100 .0 2 .0 (  0 .9 )

紳士服・洋品 20,609,646 5.0 3.4 (  2.2)

婦人服・洋品 71,325,076 17.3 -0.3 (  -1.5)

子供服・洋品 8,110,839 2.0 1.2 (  0.3)

その他衣料品 9,095,128 2.2 -7.1 (  -8.6)

衣　　料　　品 109 ,140 ,689 26 .4 -0 .1 (  -1 .3 )

身のまわり品 54 ,590 ,242 13 .2 3 .5 (  2 .2 )

化粧品 39,759,079 9.6 19.5 (  18.5)

美術・宝飾・貴金属 25,874,972 6.3 9.9 (  8.5)

その他雑貨 17,198,521 4.2 -2.8 (  -3.6)

雑　　　　　　貨 82 ,832 ,572 20 .1 11 .2 (  10 .1 )

家　　具 4,607,490 1.1 -13.1 (  -14.0)

家　　電 823,603 0.2 -44.0 (  -44.1)

その他家庭用品 12,574,623 3.0 -3.5 (  -4.7)

家　庭　　用　品 18 ,005 ,716 4 .4 -9 .1 (  -10 .1 )

生　鮮　食　品 23,570,094 5.7 -2.1 (  -3.1)

　菓　　子　 35,428,615 8.6 0.3 (  -0.6)

　惣　　菜　 27,763,779 6.7 0.3 (  -0.2)

その他食料品 32,070,961 7.8 0.2 (  -0.9)

食　　　料　　　品 118 ,833 ,449 28 .8 -0 .2 (  -1 .1 )

食　堂　　喫　茶 14 ,900 ,791 3 .6 -0 .2 (  -1 .1 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,073 ,701 1 .2 -5 .3 (  -7 .2 )

そ　　の　　他 9 ,389 ,605 2 .3 1 .8 (  1 .4 )

商　　　品　　　券 9 ,267 ,071 2 .2 -1 .4 (  -2 .1 )

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2017年08月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向        ３.５％（店舗数調整後／２か月ぶりプラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向  －１.４％（店舗数調整後／４か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 ３.５ ２.４ ２か月ぶりプラス 

札 幌 ８.０ ０.２ ８か月連続プラス                                                                         

仙 台 ６.７ ０.１ ３か月連続プラス 

東 京 ３.６ ０.９ ２か月ぶりプラス 

横 浜 １.６ ０.１ ２か月ぶりプラス 

名古屋 －０.９ －０.１ ２か月連続マイナス 

京 都 －１.７ －０.１ ２か月連続マイナス 

大 阪 ８.６ １.１ ８か月連続プラス 

神 戸 ０.７ ０.０ ４か月ぶりプラス 

広 島 －１.９ ０.０ １１か月連続マイナス 

福 岡 ３.０ ０.１ ２か月ぶりプラス 

10 都市以外の地区 －１.４ －０.４ ４か月連続マイナス 

北海道 －８.７ ０.０ １１か月連続マイナス＊ 

東 北 １.０ ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

関 東 ２.０ ０.３ ２か月ぶりプラス 

中 部 －１.５ ０.０ ３か月連続マイナス 

近 畿 －９.７ －０.５ ６か月連続マイナス 

中 国 －０.６ ０.０ ４か月連続マイナス＊ 

四 国 －１.３ ０.０ ４か月連続マイナス 

九 州 －３.２ －０.２ ３か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、雑貨が９か月連続、身のまわり品が２か月ぶりのプラスとなった。また、 

衣料品が２２か月連続、家庭用品が２０か月連続、食料品が３か月連続のマイナスとなった。 

その他の品目は、化粧品が２９か月連続、美術・宝飾・貴金属が５か月連続、子供服・洋 

品、菓子、惣菜が２か月ぶり、その他食料品が６か月ぶり、紳士服・洋品が１３か月ぶり 

のプラスとなった。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

 商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 ２.０ ― ２か月ぶりプラス 

紳士服・洋品 ３.４ ０.２ １３か月ぶりプラス 

婦人服・洋品 －０.３ －０.１ ２２か月連続マイナス 

子供服・洋品 １.２ ０.０ ２か月ぶりプラス 

その他衣料品 －７.１ －０.２ ２２か月連続マイナス 

衣料品 －０.１ ０.０ ２２か月連続マイナス 

身のまわり品 ３.５ ０.５ ２か月ぶりプラス 

化粧品 １９.５ １.６ ２９か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ９.９ ０.６ ５か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －２.８ －０.１ ４か月連続マイナス＊ 

雑貨 １１.２ ２.１ ９か月連続プラス 

家具 －１３.１ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

家電 －４４.０ －０.２ ２か月連続マイナス 

その他家庭用品 －３.５ －０.１ １７か月連続マイナス 

家庭用品 －９.１ －０.４ ２０か月連続マイナス 

生鮮食品 －２.１ －０.１ ４１か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.３ ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

惣菜 ０.３ ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

その他食料品 ０.２ ０.０ ６か月ぶりプラス＊ 

食料品 －０.２ －０.１ ３か月連続マイナス 

食堂喫茶 －０.２ ０.０ ４か月連続マイナス 

サービス －５.３ －０.１ ２か月連続マイナス 

その他 １.８ ０.０ ４か月連続プラス 

商品券 －１.４ ０.０ ７８か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・橘・長柴  まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

